
　
な
お
、
看
護
・
介
護
休
暇
を
有
給
と
す

る
か
、
無
給
と
す
る
か
は
、
企
業
ご
と
に
決

め
て
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ま
で
看
護
・
介
護
休
暇
は
「
１
日

ま
た
は
半
日
単
位
」
で
取
得
が
認
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
改
正
に
よ
り
「
１
日
ま
た
は

時
間
単
位
」で
の
取
得
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
い
う
「
時
間
単
位
の
取
得
」
と
は
、

始
業
時
刻
か
ら
連
続
し
て
取
得
す
る
か
、
終

業
時
刻
ま
で
連
続
し
て
取
得
す
る
こ
と
が
可

能
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
就
業
時
間
の
途
中
か
ら
休

暇
を
取
得
し
て
ま
た
仕
事
に
戻
る
と
い
う
、

い
わ
ゆ
る
「
中
抜
け
」
を
義
務
付
け
て
い
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
時
間
単
位
で
の
取
得
が
困
難
と

認
め
ら
れ
る
業
務
に
従
事
す
る
労
働
者
と
し

て
、
労
使
協
定
の
締
結
に
よ
り
除
外
さ
れ
た

者
に
つ
い
て
は
、
時
間
単
位
で
の
取
得
は
で

き
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

改
正
に
伴
う
企
業
の
対
応
と
し
て
は
、

育
児
・
介
護
に
関
す
る
規
程
を
変
更
し
、

所
轄
労
働
基
準
監
督
署
に
届
出
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
（
※
４
）。

規
程
の
改
定
例
は
表
1
の
と
お
り
で
す
。

　

時
間
単
位
で
休
暇
を
取
得
し
た
場
合
、

何
時
間
取
得
す
れ
ば
１
日
相
当
と
な
る
の
で

し
ょ
う
か
？

　
こ
の
点
、
法
律
で
は
そ
の
従
業
員
の
１
日

の
所
定
労
働
時
間
を
も
っ
て
休
暇
１
日
分
と

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
所
定
労
働
時
間

が
日
に
よ
っ
て
異
な
る
場
合
は
、
１
年
間
の

平
均
を
と
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
時

間
に
１
時
間
未
満
の
端
数
が
生
じ
た
場
合
は

１
時
間
に
切
り
上
げ
ま
す
。

　
例
え
ば
、
１
日
の
所
定
労
働
時
間
が
７
時

間
30
分
だ
っ
た
場
合
は
、
１
時
間
未
満
の
端

改
正
と
な
り
ま
す
が
、
ま
ず
、
看
護
・
介

護
休
暇
に
つ
い
て
概
要
を
お
さ
ら
い
し
ま

し
ょ
う
。

　「
子
の
看
護
休
暇
」
は
、
病
気
や
ケ
ガ
に

よ
り
、
子
ど
も
（
小
学
校
に
入
学
す
る
ま

で
の
子
）
を
看
護
し
た
り
、
健
康
診
断
・

予
防
接
種
を
さ
せ
た
り
す
る
場
合
な
ど
に
、

年
５
日
（
子
が
２
人
以
上
の
場
合
は
年
10

日
）
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
休
暇
で
す

（
※
１
）。

　
一
方
、「
介
護
休
暇
」
は
、常
時
介
護
（
※

２
）
を
要
す
る
対
象
家
族
（
※
３
）
の
介

護
や
世
話
を
す
る
必
要
が
生
じ
た
と
き
、

通
院
の
付
き
添
い
な
ど
の
場
合
に
、
年
５
日

（
対
象
家
族
が
２
人
以
上
の
場
合
は
10
日
）

取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
休
暇
で
す
（「
介

護
休
業
」
と
は
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

下
さ
い
）。

　　
今
回
は
、
育
介
法
の
う
ち
、「
子
の
看
護

休
暇
」
と
「
介
護
休
暇
」（
以
下
、「
看
護
・

介
護
休
暇
」
と
い
い
ま
す
）
の
取
得
単
位
の

看
護
・
介
護
休
暇

に
つ
い
て

1.

改
正
に
伴
う
企
業
の
対
応

3.
1
日
の
所
定
労
働
時
間
を

も
っ
て
休
暇
1
日
分

4.

時
間
単
位
で
の

取
得
が
可
能
に

2.

　
今
回
は
、
令
和
３
年
１
月
1
日

施
行
の
育
児
・
介
護
休
業
法
（
以

下
「
育
介
法
」
と
い
い
ま
す
。）
の

改
正
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　
育
介
法
は
、
近
年
の
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
、
働
き
方
改
革
の
影
響

か
ら
も
ま
す
ま
す
重
要
な
法
分
野

と
な
っ
て
い
ま
す
。
制
度
は
極
め
て

複
雑
で
す
が
、
実
際
の
利
用
も
多
い

た
め
人
事
担
当
者
に
お
い
て
は
理
解

を
深
め
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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子の看護休暇、介護休暇に関する
法改正について（改正育児・介護休業法）
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数
を
切
り
上
げ
て
８
時
間
と
し
、
８
時
間
の

取
得
を
も
っ
て
休
暇
１
日
分
と
す
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
女
性
活
躍
を
推
進
し
て
い
る
企
業
は
、
休

暇
を
有
給
に
し
た
り
、
中
抜
け
制
度
を
認
め

る
、
取
得
日
数
を
増
や
す
な
ど
し
て
、
他
企

業
と
の
差
別
化
を
図
る
の
も
一
つ
の
方
法
で

す
。
看
護
・
介
護
休
暇
を
上
手
に
活
用
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
従
業
員
の
採
用
・
定
着
に

寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

育
介
法
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
改
正
を
義
務
的

に
捉
え
る
だ
け
で
な
く
、
積
極
的
に
活
用
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
※
１
）
こ
の
場
合
の
「
年
」
と
は
、
特
に
指
定
が
な
い

　
　  

限
り
４
月
１
日
か
ら
翌
３
月
31
日
の
１
年
間
を
い
う

（
※
２
）
２
週
間
以
上
の
期
間
に
わ
た
り
常
時
介
護
を
必
要

          

と
す
る
状
態

（
※
４
）
従
業
員
が
10
人
以
上
の
事
業
場
の
場
合

（
※
３
） 

対
象
家
族
と
は
、従
業
員
の
配
偶
者（
事
実
婚
含
む
）、

         

父
母
、子
、配
偶
者
の
父
母
、祖
父
母
、兄
弟
姉
妹
、孫

【子の看護休暇】

第○条 小学校就学の始期に達するまでの子を養育する従業員（日雇従業員を除く）は、負傷
し、又は疾病にかかった当該子の世話、当該子に予防接種や健康診断を受けさせるた
めに、就業規則第◯条に規定する年次有給休暇とは別に、１年間につき５日（２人以上
の場合は10日）を限度として、子の看護休暇を取得することができる。 

２ 子の看護休暇は、時間単位で始業時刻から連続又は終業時刻まで連続して取得する
ことができる。

【介護休暇】

第○条 要介護状態にある家族の介護その他の世話をする従業員（日雇従業員を除く）は、就業
規則第◯条に規定する年次有給休暇とは別に、１年間につき５日（２人以上の場合は
10日）を限度として、介護休暇を取得することができる。

２ 介護休暇は、時間単位で始業時刻から連続又は終業時刻まで連続して取得することが
できる。

表1 規程の改定例
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